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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

廃
校
舎
の
利
活
用 

 

質
　
旧
常
盤
小
中
学
校
の
活
用
に
つ
い
て
、
東
急
不
動
産
株

式
会
社
に
よ
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の
活
用
が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
住
民
と
の
合
意
形
成
は
行
わ
れ
た
の
か
。
民
間
に

任
せ
る
の
で
あ
れ
ば
公
募
は
な
ぜ
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。 

 

答
　
昨
年
12
月
と
今
年
６
月
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
出

席
者
か
ら
は
異
論
が
な
く
、
早
め
に
進
め
て
ほ
し
い
な
ど
肯

定
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
と
の
合

意
形
成
は
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
事
業

は
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
、
市
の
政
策
目
的

に
沿
う
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
選
定
に
関
す
る
取
扱
要
綱
の

規
定
に
よ
り
公
募
に
よ
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。 

  

洋
上
風
力
発
電
事
業 

 

質
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
変
し
た
世
界
情
勢
の
中
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
な
ら
ば
発
想
の
転
換
を

し
、
省
エ
ネ
対
策
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
洋
上
風
力
発
電
は
必
要
な
の
か
。 

 

答
　
国
で
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣

言
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
示
し
て
い
る
。
今
後
、

浮
体
式
も
含
め
た
洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
の
一
助
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
し
た

産
業
振
興
や
雇
用
創
出
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、
必
要

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
能
代
市
の
教
育
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は 

○
廃
校
舎
の
利
活
用
の
今
後
の
手
順
等
進
め
方
は 

○
中
国
木
材
株
式
会
社
の
進
出
に
よ
る
住
民
説
明
は 

齊
藤
市
政
５
期
目
の
抱
負
を
問
う 

 

質
　
齊
藤
市
政
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
が
し
っ

か
り
育
ち
、
花
を
咲
か
せ
る
と
期
待
し
て
い
る
が
、
今
後
４

年
の
市
政
運
営
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
重
点
を
置

き
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
。 

 

答
　
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
等
に
よ
る
戦
略
作
物

の
出
荷
額
の
増
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
木
材
及
び
関
連
産

業
の
活
性
化
等
に
よ
る
令
和
の
木
都
能
代
の
再
生
、
洋
上
風

力
発
電
関
連
産
業
の
振
興
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
集

積
の
推
進
、
環
境
産
業
の
創
出
へ
の
取
組
等
に
よ
る
地
球
温

暖
化
対
策
へ
の
挑
戦
。
未
来
を
切
り
開
く
４
つ
の
政
策
で
ふ

る
さ
と
能
代
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。 

  

旧
常
盤
小
中
学
校
の
利
活
用 
 

質
　
旧
常
盤
小
中
学
校
の
利
活
用
計
画
の
具
体
的
な
内
容
と

今
後
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

   

答
　
民
間
事
業
者
か
ら
、
校
舎
の
一
部
を
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

等
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
集

え
る
交
流
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、

来
春
を
め
ど
に
施
設
全
体
の
供
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
、
利
用
範
囲
の
拡
大
も
将
来
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
貸
付
け
範
囲
の

拡
大
等
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
未
導
入
地
域
へ
の
対
応
は 

○
大
柄
・
常
盤
線
の
年
間
補
助
額
と
一
日
の
乗
車
数
は 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
小
・
中
学
校
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
は 

○
移
住
定
住
の
Ｐ
Ｒ 

○
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー 

 

質
　
ケ
ア
ラ
ー
を
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
若
者
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す

る
専
門
部
署
を
設
置
す
る
考
え
は
。 

 

答
　
４
月
に
子
供
や
家
庭
、
妊
産
婦
等
を
対
象
に
、
継
続
的

な
支
援
を
行
う
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
子
育
て
支

援
課
内
に
設
置
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
担
う
家
庭
相
談
員
が
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
連
携

し
、
支
援
業
務
を
行
う
な
ど
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も
含
め
様
々

な
相
談
に
対
応
す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
専
門
部
署
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。 

  

大
学
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

 

質
　
企
業
・
団
体
等
が
行
う
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学

校
生
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
交
通
費
、

宿
泊
費
等
の
受
入
れ
経
費
を
補
助
す
る
考
え
は
。 

  

答
　
ま
ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

分
析
し
、
必
要
な
施
策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
経
費
の
補
助
制
度
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
考
え
て
い
る
。 
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平
政
・
公
明
党 

畠

貞

一

郎

 

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
） 


